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と

S

因
す
る
や
う
に
^

に
お
い
：5

1

し
て
決
蕾
れ
て
居
り.
、
へ
交
換
忘
け
る
需
要
供
給
關
係
を
通
苌
變
動
す
る
各
で.
な

い

、

需
要
供
給
と
ょ

つ

て 

.
,

■變
動
I

A

は
價
I

は
な
く
し
：て
l
.

f

違
考
へ_

る
.の
.S

 

.

■■

が
I

D
.

て
、.
そ
の
商
品
S

I

他
S

品

の

霜

尨
a

l

4

し
て
相
對
的
に
高
く
念I

の
■で
I
 く
し
•て
•撂
が
騰
貴
し
た
に
過
ぎ
な

i.

の
.
で

ぁ

農

値

は

た

と

へ

需

嚣

. 

じ
.

以̂
ぜ
同
ー
矣
益
を
維
持
す
る
の|

る
"
然
し
：
：
こ
：
れ
は

€

 ̂

或
商
品
の
需
要
が
何f

s
 

- '

I
:增
加
し
、
威
は
そ
：のf

:の
數
■

何
f

の
理
由
で
稀
少

、

⑶
々
は
そ
の
價
値
も;1
貝
.1
>た
と
考
へ
る
外
が
普
通
で
は
な
か
ら
う
か

…
零

.て
效
.用
を
慎
値
の一
要
因
と 

.す
^

Pり
に
^
い
.て
.

«
値

は

需

要

供

給

.
_の

.變

化

と

共

_に

增

減

す

る

.と
考

へ

_ぎ

」

る

を

邊

.な

.ぃ

。

.

.

.

.
_
_

鼷m m

.
べ̂

^
亦
せ
^
衍
瑕
に
^

^
-̂
谈
淀
さ
れ
名
ぷ-̂
ふ
^
は
ノ
儐
他
論^
^
所
謂
廣
用
嚴
款
セ
氣
る
：。
費
用
學
說'#
そ
：(0
* '
朴
な
；る
於
式 

に
お5

'y

成
立
し
得
な
い
こ
と
は
、
.
こ
、
に
述
べ
る
ま
で
も
な
い
。
價
値
は
生
產
费
に
ょ
つ
て
定
め
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
ふ

「

^

•
yン

.
• 

、
.
. 

I 

. 

ex̂
yf
lV
.

 
•..
..
 

'

爲」

と
.し
ヤ
.僻
ず
る
な
ら
ば
、
問
題
は
別
で
あ
る.o
:
'
然
し
1存
在」

：
.
i

b
,
で
價
値
現
象
を
見
る
な
ら
ぱi'
»
價
値
は
單
純
に
生
產
费
に
ょ
つ 

て
定
ま
る
：.の
で
.は
&
い
：。.生
產
費
.は
寧
ろ
：逆
に
流
通
過
程
に
お
け
る-生
產
手
段
の
：.價
値
に
^
^

し
て
あ
ら
ゆ
る
.商
品
め
.價
值
は
流
逋
過
程
に.お
い
て
、
而
し
て
'一
ま
均
衡
に
お
^
て
^

^
に
決
定
洛
れ
る
と
解
せ
ざ
る
，を
得
なv>
o
一 

般
均
衡
に
お
.い
で
決
定
ぜ
：ら
れ
た
價
値
を
貨
幣
價
値
で.表
示
し
た
も
の
^
儐
格
で
あ
农
？
郎
ち̂

0
は
價
袼
に
ょ
つ
て
測
定
さ
れ
、
そ.

.

S

I

I

V慣

値

璧

、
1

1

1

1

^

 

^

^

1

.

0
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ノ
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.
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.

 

...
 

.

 

.. 

. •

.かV

の
如
く
價
値
は
生
產
行
程
上
成
立
し
、
.；從
づ
v
«
幣

經

濟
.f
c

お
い
て
は
價
値
と
價
褡
は
必
し
も.一
，
致

し

な

い

と

一

K

は
れ
る
教
授 

の
友
法
論
は
、»:
者

の

立

場

か

：ず
れ
ば
赛
め
：得
な
い
も
の
ー
で
あ
る
。
然
し
敎
授
は
價
値
么
價
格
の
不
一
致
を
確
信
せ
ら
れ
、

.續
•い
.て 

價
格
を
偵
値
ょ
り.乖
離
せ
し
め
る
：事
傭
、.卽
S
價

格

變

動

，
の

寧

因

を

棟

：

_
[>
ょ
ぅ
：也
名
れ
名
。
ハ
而
し
て
ビ
の
究
明
及
、
個
別
的
憤
格
變 

動

と
1
«的
惙
格
變
動
の
2
1つ
に
分
け
そ
.爲
.さ
办
石
。
前
者
は
個̂

の
商
品
^
價
^
^

梂
れ
、
.後
者
は
ニ
般
物
價
及
：び
貨
齡
價
値
の_
論
で
あ
つ
.て
、
：第
三
轉
價
格
組
織
論
で
取
极
は
れ
る
？

：

'

，
.第
一
:
1篇
.に
お
い
て
は
、
個
タ.の
商

品
,0
價
格
を
變
動
せ
し
め
冬
要
因
が
探
究.さ
れ
る
(0
で
.あ
.る
；
が

、

.
こ

れ

は

具

體

的

に

は

需

要

供

給
 

.の
^
析

：
で

あ.る

？

冬

，
こ

で

敎

授

は

蘼

要

供

給

：に

關

す

る

從

來

め

逢

.坪

學

說

、

即
^
!
!典
學
派：

の
ス
ミ
ス
、
リ.力

ー

ド

、
.

.マ

ル

，

ス

、

ミ 

ル
、
限
界
效
用
學
派
の
メ
ツ
：ガ
ー
、

：

ジ
-'H;

ボV

ス
、
ベ
1
ム
•
><
.
ヴ

■ェ
ル
タ
等
の
：學
說
、
更
に
へ'ンV

丨
ソ
.ン
，
の

需

要

供

給

の

公

式

化

、
ッ

.

ウ
イ
デ
.ーィ，ネ
ッ
ク
の
費
用
價
格
論
、
ス
ラ
ッ
フ>

‘、
'ロ
ビ
ン
ソ
ン
の
^
益
の
法
則
、

マ
。1
シ
ャ
ル
へ
.
ピ
：グ
.
1の
.彈
カ
1

念

を

檢

討

.
さ

- • 

.

瘅
本
誠T

1

鰍
敎
授
考
慎
格
の
；理
論
し：

.

：

/
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:
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岸
本
誠
ニ
郞
赍
授
蕃n價
格
め
理
論
1-
,

1

五
六

(

一1

七
因)

れ
價
値
と
憤
格
の
不
一
致
を
齎
ら
す
事
情
を
明
ら
か
に
さ
れ
る
。
そ
し
て
こ
の
不I

致
の
載
本
的
事
情
を
生
糜
力
の
發
展
、
.
殊
に
勞 

'
働
生
遂
^

の
墙_

來
求
め
ち.
れ.
る
- °
供
給_

亦
'

^
の.
生
產
カ.
に
支
：配
さ
れ
^
£

^̂

:
變
動
要
因
も
究
極
化
#

や

て

：は

量

请

增

進

■

る

と

置

.
る5

春

需

耍
.0
變

動

は

購

買

办

、

即

暴

繁

1

化
で
あ
る
が
、

:

貨

潔

の

變

馊

繁

g
龙

商

鼎

後

に

名

て

影

赛

れ

る

_

蓄

る
とo,

食
 

獨
|

 

義

供

懲1
:

致

：の
：
看

でf

、
：
.：
こ

の

不

■

葚

^
 

. • 

.

.
_

右
の
論
#

に
對
す
名
個
別
的
批
判
は
さ
て
措
き
、
.
极
.
本
的
な
名
數
筒
の
疑
問
を
提
出
亡
ざ
§'

を
得
な
2

 

-
:第

|

に
、
奢
者
は
ー
商
品
め
價
格
は
、
：

.
そ
.の

と
共
に
同
時
に
決
定
さ
れ.る
1
い
ふ
逃
實
を
^

、
.で
.取
上
げ
て
居
ら
れ
な
い0
即
ち「

一
 

'般
均
銜
論」

に
言
及
さ
れ
七
居
ら
れ
な
い
の 

で
あ
る
。
成
程
.
#者
は
第j.

篇
、第
1
|章
に
お
い
ヤ
、
價
格
現
象
を
凾
數
關‘係
と
'し
て
把
握
：す
る
の
み.で
は
不
充
分
e
'あ

り

、
'
從

つ

て
 

均
衡
論
も
そ
れ
自
體
で
は
經
濟
規
舞
の
本
憤
を
明
ら
か
に
し
，得
な.い
と
と
を
述
べ
ら
れ
、'同
時
に
,■
又
因
果
關
係
と
し
て
把
握
す
る
こ 

と
も
經
濟
學
研
究
の
，目
的
で.は
な
い
と
さ
れ
，
兩
方
法8

用
を
主
眼
さ
れ
る
。
教
授
は
決
し
て
凾
數
關
係
的
把
握
を
否
定
し
て
は
居 

ら
れ
な
い
.，
尊
ろ
•一

手
段
と
し
て
.の
そ
の
有
用
性
を
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
ぶ
。
然
る
に
こ
の
..第一
一.篇
に
お
い
て
は
、
因
果
的
分
析
だ
け 

.

方
な
さ
れ
、
函
數
的考
察
が
行
は
れ
て
ゐ
.な
V
。
.
.た
と
へ
.個
別
的
商
品
§

格
變
動
を
考
氣
す
る
.際
に
も
、.他

の

總

.
て

の

商

品

を

同

時
 

に
考
慮
す

.

る
と
と
は
、
絕
對
に
必
要
で
あ.る
。
、さ
れ
ば
.
s

、

：
一
般

均

衡

論

は

、

靜

態

的

だ

と

の

，
非

難

を

受

I
な
が
ら
も
、
尙
今
日
、 

價
格
論
上
、
最
名
ー
重
要’
る
地
位
を
占
め
て
ゐ
る
の.で
あ
る
。
そ
れ
.に
.も
拘
ら
ず
、
鍪

が

、
パ
レ
ト
丨
、ヮ
ル
ラ
ス
、
力V

セ
ル
等 

の
.均
衡
論
に
全
然
論
及
し
て
居
，ら
れ
な
い
と
と
は
、
大
き
な
.弱
點
で
'は
な
か
ら
ぅ
.か
°'
.
.

:

mmm
:厂，叹 ブ ペ '

%ii fjfi. S.

アM  ?Tjr,CT**T

故
に.
、.-
價
格
，は
僧
値
以
外
の
，
.
要
因
に
よ
つ
て
變
動
す
る
- t
と
，X
な
り
、
こ
の
や
ラ
な
價
格
論
に
と
つ
て
價
値
論
は
無
用
で
あ
る
。

:.
秦
三
杧
、
ヘ
敎
授f c

-

-̂
i
ば

'

自

由

競

#
:
の

完

全

為

ら

ざ

る

今

.日
の

，
貨

幣

經

濟

に

：

>
い
て
：凇
1»'
谓
»-
:
と

儐

が
”
.然
U
價
直
を
貨
幣
價
値
で
表
示
し
.た
 

>
の
.が
«.
-
.格
で
あ
る
^.
い
"ふ
.淀
義
を
.と
る
だ
ら
ば
、
價
格
は
常
に
債
値
に
ナ
致
束
は
比
例
し 

v

居
る
と
.解
す
べ
き
：で.は
^
か
ら
う
が
O

V 

-

.第
四
、
>敎
授
は
俱
格
：と
慣
値
の
乖
離
を
主
張
さ
れ.る
が
>
'兩
者
：の
差
異
を
具
體
的
に
何
に■よ
つ
て
測
定
さ
れ
る
の
で
あ
ら
ぅ
か
。
價

•

 
•

 

-

 
.

 
.

. 

.

•

.

.

 
•

格
.の
高
さ
は
容
易
に
知
り
得
る
が
、
價
値
の
大
い
さ
は
何
に
よ
つ
.て
測
定
さ
.れ
る
.の
で
あ
ら
う
か
。

-'
;

.

:
:最

後

に

需

要

.
の

變

動

&•
窮
局
，的
に

は

生

產

力

.
に

求
办

ら

れ

る

.、
こ

と

は

正
當
で
あ
ら
う
か
。
勿^ .
、

需
要
は
購
員
力
、
從
つ
■て
貨
幣
數 

量
に
よ
づ
.て
影
響
さ
れ
る
0
從
.つ
て
若
し
ス
國
の
貨
幣
數
量
於
生
產
關
係
に
よ
つ
て
の
.
.み
規
制
さ
れ
^
な
ら
ば
、
と
 
'の
主
張
は
或
程
度 

ま
^
妥

當

す

る

，
で

.あ
ら
：ぅ
。
然
し
貨
幣
數
量
變
化<7
3
原
因
を
生
產
カ
の
み.に
歸
し
#,
.る
が
ど
ぅ
か
は
疑
問
で
あ
る
。M
に
需
耍
は
購
買 

.力
^•
•
よ
つ
て
.の
み
決
定
さ
れ
る
と
考.へ(

.る
め

が
-面
に
過
ぎ
る
や
5.
,に
思
は
れ
る
。
需
要
ば
購
買
力
に
變
化
が
な
く
と
も
そ
の
.時
及
び
' 

I

 
の
政 

I

 泰

的
 

r 
經
濟
的
事
I

f

 っ
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個
別
时
價
格
論
か
ら
邂
ん
ー
で
ヶ
第
三
篇
に
衿
い
て
-

卜
.'.
.
.

'.
'
■

バ
敎
授
は
、

：

* :
.

づ
あ
ら
、ゆ
：各.

商
品

.

は
社
會
に
お
いV

.

一；定
..
<

0
:

位
置
: |
:

:

占
め
、.紐 

が
故
に
、
各
商
品
：の
■

需
婴
供
給. 

關
紙
も
個

_

的
.

な
4
00
.乜
な
く

>

^ '

祚
ら
は
4
參
の
仕
方
で
3:

.

に
關
聯
し
合
ひ
、
全
體
的
：な
る
も
め
兔

_

成
4
、
需
要
供
給̂

て
成

' 

37
:
:
'
ず

.

る
多
發
價
格
も
湘
S*
に
關
聯
を
有
し
、
：そ
れ
等
が
儐
格
齟
織
を
！
！
減
し

.

て
：ゐ
る
こ
と
を
說
明
さ
机
、
ビ
：リ
モ
ヴ
ィ

.

チ
、
コ
ン
ラ
ド
、
 

オ

ィ

レ
シ
、プ
：

.

ル
、.

グ
、

.

ケ
ゥ
ィ

.

デ
：ィ
ネ
ッ
ク
等.

以
諸
說
.に«

及
ざ
れ
る
0
へ
然̂

と
^ :

で̂

フ
1.:
.般
均
衡
論
は」

.

無

爾

さ

.れ

て

*

る
.

0.
.

.

V
.

.:
:

:.
.常
本
誠
1

:1
敎
授著
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儕
格
の
故
論 J
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■

.
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■

.

.

;
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 二
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ニ
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敫
授
著1倒
格
の
理
論」 

一
五
、

、

J

' 

'次
に
敎
授
は
貨
幣
領
値
の'變
動
.を
論
ぜ
.ら
れ
る
6
'
貨

幣

價

雙 

5
物
價
水
準
t
ょ
っU

茇

.

へ：:«
:

_

論.
又

は

物

慣

水

準

の

理

：論

|

ヤ

て

：從

來

謂
 

•
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，
め

て

多f

 
f

過
程
I

f

め

？

る
：
が

.
、
S

I

を
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g
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' .
が

導

の
.
數
I

ょ

づ

；

：

て

決

定A

る

ー

戾
 

,

:
パ_

ゐ
る
か
と
い
ふ
點
遠
る
j

.

一
：タ

ヵ

故

に
.、

.如

_

な

る舊

論

を

逢i
す

：
る

痴

に

上

マ

て

數

_

の
；
誉

暮

へぎ

 ̂

f

は

貨

幣

數

量

の

變

化

が

.一 

:

貨

幣

顧

値徒
_

潘

を
,

せ
1
め

：.る

皇

：
る

着

を

如

何

に

_
明
し
へ
て
.ゐ

念

於

t

に

.も

數

査

說

の

發

展

,
:

.を
猶
め
る
：I

が
出
來
馨
，
と
：の

1.1

觀
點
I

し
'て
、

マ
イ
ヤ
I
、
：.ゥ
ィ
”
 

'■
'

1
.の
傷
量
說
、一

」

次
にj

一
湯
展
ぜ
る
i
の

と

し

て

限

界

效

用

價

値

 ̂

ル

、

、

1

グ

フ

一 

.

.，

.

擧

說
•最

後
.

H

最

も

進

歩f

 

t

l
ッ

へ

デ

通
 

,'
を

檢

討

さ

れ

''
^

ー

而

し

5

れ

：ら

多

く

の

.雲

豐

或

は

本

質

的

值

値

論

を

持

た

$

^

^

^
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い
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か
べ
し
，て
敎
授.に
.ょ
.れ
ぱ
，
：
商
：
品

：

©
個
别
價
格
及
、び

i

般
價
狩(

貨
齡
價
値)

の
變
動
^
共
に
生
康
關
係
に
基
い.て.爲
さ
れ
る
も
の
で 

魟
.る
が
、̂

椟
は
.次
：に
個̂
の
：
樹
品
の
：
價
格
變
動
：

.の
，
樣

相

钇

具

體

的

に

.#
味
し
ょ
ぅ
と
さ
れ
、
更
に
價
格
の
統
制
に
ま

.で
論
及
さ
れ
る
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匕
.れ
が
菌
篇.の
.問
題

セ

：あ
る

0
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り
\
で

先

づ

消

，費

財

か

ら

高

次

財

に

至

る

ま

で

の

.メ
ジ
.ガ
1
の
財
貨
組
織
論
が
紹
介
さ
れ
、
之̂
對
し
て
著
者
は
、

「

メ
シ
ガ
丨
^

い
.で
ば
、
第一..

次
財
貨
.，の
價
値
を
高
次
財
货
に.分
裂
•
_屬
‘せ

し

め

，
る

ど

と

.に
ょ
り
、
價
値
論
を
完
成
し.
'分
配
論
■に
至
る
道
を
拓
か
れ 

た
る
•に
.と
^
ま
り
、
價
値
と
價
格
疗
中
間
に
異
質
的
な
る
財
貨
駔
織
が
介
在
す
る
と
と
に
ょ
り
、
價
格

.の
乖
離
•
八
刀
裂
の
生
ず
る
事
情 
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に
想
到
さ
れ
て
ゐ
な
か
つ
た
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と
云
は
..れ
、:

と
の
.價

格

：
の

乖

離
•分
裂
の
生
ず
る
事
情
を
明'ら
か
に
す
.る
爲
に
、
先
づ
需
要
供
給
，に
關
聯 

せ
し
.め
.ら

れ

た

商

品

：
の

位

置

に

着

眼

.じ
て
、.結
合
需
要
、
1,
ロ
供
給
,
混
合
需
要
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>
混
合
供
給
客
い
.て
述
べ
ら
れ
、
次.い
で
、
商
品 

が
生
產
さ
れ
消
費
さ
れ
る
地
域
的•時
.間
的
事
情
に
ょ
る
價
格
分
裂
、
更
に̂

»
商
^
が
苒
生
.產
行
程
內
に
お
い
て
占
め
る
は
®
に
基
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格
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分
裂
變
動
を
取
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れ
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幣
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格
に
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何
な
る
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へ
る
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さ
れ
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に
價
栳
が
生
產
關
係
を
通
じ
て

變
動
す
る
と
-と
を
示
す
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，銀
行
に
ょ
：る
信
用
の
黢
響
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ら
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璐
銃
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述
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ら
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以
上
が
岸
本
敎
授「
價
格
の
理
論」

の
大
要
で
.あ
る
。
、
敎
授
は
一
貫
し
て
、
價
値
及

び

價

格

が

生

產

關

係

の

諸

要

因

に

よ

つ

て
決
定
し 

霧

す

る

も

の

で
|

こ
と
を
主
張
し
よ
う
.と
さ
れ
ノ
こ
の
見
地
に
立
つ
て
從
來
の

- «

格
論
を
綜
^
^
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と

の

困
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な
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を
頗
る
廣
範
圍
の
學
說
の
檢
討
に
よ
つ.て
敢
往
さ
れ
、.立
派
に
仕
遂
げ
ら
れ
た
こ
と
は
、
我
々
經
濟
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に
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つ
て
感
謝
に
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然
し
敎
授
の
と
.の
.や
.う
な
源
合
的
價
格
論
に
は.根
本
的
顧
篇
が
あ
る
言
に
思.は
れ
_る
0
そ
の
一
は
、
敎
授
は
、
賈
値
は
生
產
ハ3
 

，に
お
V
て
決
定
さ
.れ
る
と
.霞

れ

な
‘が
ら
.も
，
か

言
.
&價
値
論
の
根
據
づ
け
を
爲
さ
れ
て
ゐ
な
い
。
'從
來
の
價
値
論
よ
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授

の

價

儘

論

鏡

ら
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生

產

廣

說

に

屬

す

る

や

う
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れ
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。
と( 0

-

生
產
費
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が
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^

矛

盾

を
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何
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の

か

。
とQ

價
値
論
の
基
礎
づ
け
を
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れ.な
け
れ
ば
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こ
、
に
述
べ
ら
れ
た
價.格
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論
は
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上
の
樓5

あ
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は
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變
動
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第
三
.は
、
價
婚
は
生
產
關
係
に.基
い
て
變
動
す
る
と
衰
は
れ.な
が
；ら
、.生
遽
關
係
の
分
析
が
概
論
的
，で
，あ
つ
て
、
債
格
が
坐
產
關
係 

に
よ
つ
て
如
何
富
動
し
、'決
定
す
る
か
の
根
本
的
研
究
が
為
さ
れ
て
ゐ
な
い
。
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の
缺
點
は
敎
授
も
認
奴
ら
れ
、
.將
來
に
お
い
て
之

を
補
は
う
と
企®

さ

れ
：て.
ゐ
る
や
う
で
あ.る
:0

價
格
と
生
産
過
程
の
關
係
が
充
分
に
基
礎
づ

妙

ら

れ

る
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で

は

、
本

著

の
價
格
理
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は
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で
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最
後
に
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舣
均
衡
論
が
本
著
に
と
り
入
れ
ら
れ
て
ゐ
な
い
。
均
衡
論
は
た
と
へ
靜
態
的
で
あ
り
、
又
凾
數
的
把
握
方
法
で
は
あ
る

'

が

,'
'
:令
日
：の
慎
格
論
で
ば
最I
綜
合
的
^
、
•又
最
も
完
成
せ
冬
價
楮
論
で
あ
るo
:そ
れ
真
も
拘
ら
ず
、:全
然
i

.無
視
さ
れ
て
ゐ
る
の 

は
、
ど
う
い
ふ
_
で
あ
る
.か
、.
若
し
我
々
-^
一.
.般
胸
衡
.論

の

：
立

場

を

ど

る

な

.ら

：
ば' 
債
値
、
價
.格
を
あ
く
ま
で
%•
生
產
側
の
要
因
r
\
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に
歸
せ
し
め
る
と.と
は
不
可
能
.で
.あ
ら
う
。
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値
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係
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に
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析
し
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し
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礎
づ
け
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
な
ら
ば
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敎
授
の
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合
的
價
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も
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亦
是
認
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も
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で
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ら
う
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1
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と
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能
で
あ
る
か
ど
う
か
は
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題
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あ
り
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授
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す
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究
を
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了
し

.

て
居
ら
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だ
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の
身
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以
づ
弋
厚
か
ま
し
く
も
こ
の
や
う
な
批
判
5 :
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爲
す
と
と
は
、
誠
に
：偕
越
の
限
り
で
あ
り
、.
又
幾
多
：の
®
解
不
充
分
と
誤

解
の

.

爲
に
不
當
な

.

る
批
判
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を
犯
し
て
ゐ
る
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と
を
息
ふ
て
慚
愧
に
堪
へ
な
い
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第
で
あ

.

る
が
、，切
に
著
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の
御
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容
を
乞
ふ
次
第
で
あ

る
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